
金
滞
古
股
志
品
世
八

に
‘
此
の
沙
汰
を
叩
取
り
.
女
心
陀
誠
と
思
ひ
、
笑
止
た
る
事
也
と
御

局
陀
告
け
れ
ば
、
御
局
永
り
、
無
了
簡
な
る
事
哉
、
蛇
安
K
逢
ふ
よ

り
は
と
、
途
陀
自
自
白
し
て
問
問
た
り
け
り
。
此
儀
を
世
上
に
て
は
蛇
賢

に
あ
ひ
た
り
と
巾
慨
し
け
れ
E
も
、
相
且
は
右
の
通
り
な
る
よ
し
生
駒

内
股
・
不
破
先
丞
た
ど
蒋
れ
り
と
あ
り
。
雨
詮
何
れ
が
貨
危
り
け
ん
。

副
世
間
久
布
術
門
は
磁
間
氏
の
二
代
自
民
て
.
一
冗
和
究
永
の
頃
動
仕

せ
り
。
延
貨
の
金
滞
闘
を
見
る
に
、
梨
悶
久
右
術
門
が
居
屋
敷
は‘

央
村
因
幡
の
積
通
り
よ
り
材
木
町
へ
出
る
中
程
の
北
側
在
り
。
故
に

彼
の
局
屋
敷
の
近
所
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
白
蛇
散
は
架
岡
氏
の
仰
方

に
て
‘
而
斤
の
妙
柑
却
な
り
。
湯
浅
紙
肱
日
く
.
大
槻
内
政
允
が
都
民

依
っ
て
、
勢
之
助
君
の
生
母
真
如
院
、
姶
貨
と
て
生
友
が
ら
経
王
寺

の
境
内
に
捜
ま
れ
た
り
と
・
世
に
い
ひ
仰
へ
け
る
は
全
〈
脱
続
出
。

共
の
頃
老
女
波
尾
を
ば
蛇
資
陀
底
せ
ら
れ
た
る
よ
し
記
戦
せ
し
も
の

も
あ
れ

E
も
・
ロ
尤
も
出
血
設
也
。
蛇
貨
と
云
ム
事
は
天
徳
院
の
局
の
古

川
岬
話
よ
り
起
り
た
る
も
の
陀
て
、
大
槻
の
時
蛇
賢
と
い
ふ
訴
は
従
事

に
あ
ら
や
と
い
へ
り
。

《凶

3

0
高
野
山
遁
明
院
摺
雄
居
跡

点
字
二
年
良
吉
宗
遡
照
寺
山
梨

E
K一
耳
ふ
。
元
和
六
年
利
常
卿
之
御

山
御
入
之
後
.
母
悶
兇
抱
北
陸
銭
下
、
越
前
北
潟
品物
居
住

e

一
人
，
大

糸
幼
梯
子
.
成
，
後
大
泉
坊
位
持
盛
秀
是
也

d

弟
来
敬
坊
弟
子
‘成

τ

幸
一
岳
是
也
.
母
後
二
池
浦
源
右
衛
門
者
品川位
v嫁
由
占
圭
岳
，古
寺
閉
山

也
.仮
名
邑
枠
坊
行
年
四
十
歳
法
弟
二
人
秀
岳
秀
然
，秀
岳
北
潟

秘
鎚
寺
，位
.
仮
名
綜
仙
-M
.と
出
町
代
の
事
政
を
ば

E
仰
に
椛
せ
た
り
。

按
宇
る
に
‘
過
去
帳
陀
、
党
推
立
永
十
二
年
六
月
三
日
寂
と
見
ね
た

れ
ば
、
共
の
忽
年
向
抗
野
へ
移
柑
押
せ
し
も
の
也
。
由
抗
野
の
寺
地
は
宝
来

苛
の
向
な
る
地
な
り
し
か
ど
、
明
治
五
年
二
月
寺
地
を
賢
却
し
‘
大

衆
寺
援
の
麓
へ
移
師
押
し
‘
小
市
町
と
な
し
た
り
。
又
右
小
姓
町
鈴
木
主

馬
上
ゲ
屋
敷
と
云
ふ
は
.
共
の
以
前
務
士
鈴
木
主
馬
と
い
ふ
人
の
笛

邸
な
り
。
鈴
木
主
腐
は
成
長
十
七
・
八
年
の
土
綬
及
び
元
利
元
・
二
年

の
士
艇
に
、
馬
廻
組
二
百
石
鈴
木
士
山馬
助
と
あ
り
て
、
中
品
永
凶
年
の

士
般
に
は
.
其
の
名
見
ね
・
ヂ
。
右
上
ゲ
屋
敷
を
拝
領
は
元
和
六
年
な

り
と
あ
れ
ば
、
元
和
三
四
年
の
頃
故
あ
り
て
居
邸
主
指
上
げ
、
川
品

闘
を
退
去
せ
し
に
干
。
さ
れ
ば
そ
の
奮
邸
モ
の
ま
h

あ
り
し
ゅ
ゑ

《
担
照
ザ

家
屋
共
に
週
明
院
先
維
の
銭
宿
と
し
て
、
玖
枠
両
院
に
賜
は
り
た
る
註

る
べ
し
。

O
逼
明
院
鑓
雄
惇
話

企
部
古
蹟
志
経
八

'Ji 
O 

ハ
首
亡

局
.
向
野
山
週
明
院
党
推
之
穏
"一政
宿
一
位
地
金
憾
に
ニ
干
建
立
致
し

度
官
.
御
局
被
i

申
上
一
鈴
木
主
馬
上
ゲ
屋
敷
.
家
共
民
放
v
下
と
見
h
.

叉
遍
照
寺
因
由
紀
に
云
ふ
。
川
品
寺
開
基
町
野
山
前
検
技
法
印
刷
比
雄
大

円
滑
駒
山
ザ

和
術
者
説
州
人
能
岱

e

於
=南
山
'
近
代
博
聞
申
筑
v之
，
初
週
明
院
則
前
週

得
v
諜
.
後
住
民無
4
A
誇
除
↓
法
弟
数
多
有
v
之

d

実
徳
院
梨
絵
・丹
生
院
某

《
凶
巴

観
智
院
某
品
川
博
心
院
某
週
明
院
尖
柑
品
位
叩
也
，
加
賀
太
守
利
長
卿
御

賀
子
無
v
之
利
家
卿
御
末
子
之
内
可
v
a=御
昨
骨
子
-国
百
御
内
談
有
ν
之
時

利
常
卿
従
ι
御
幼
少
之
時
-
小
松
前
回
釘
州
被
a

政
世
-
底
.
利
長
卿
御
局

玖
民
院
事
ν
抱
究
推
能
州
下
向
小
松
止
宿
之
時
被
v
参
此
御
干
宛
4

御

養
子
-
申
様
祈
念
被
ν
航
自
，
右
依
--子
細
-御
家
格
御
相
縦
後
四
品
雄
玖
民

院
出
家
子
，様
式
胤
.
毎
年
首
地
下
向

4

図
ν
設費同
且接
指
-
一
宇
治
立
被
v
成

度
旨
問
弁
口
小
姓
町
鈴
木
主
馬
上
屋
敷
在
v
之
.
家
北
ハ
被
v
下
.
則
泊
寺

是
也
頃

日英
糊
寺
枕
ぷ
山
γ
之

臭

坊
J
I
，.
交
L
R

惚
守
居
，
山
1
被
a
指
越
↓

北
(
後
圭
岳
佐
山
，内
.
山
品
分
畏
坊
血
国
守
居
ι

下
.
居
住
之
内
旦
那
出
来

何
em山被

'巾
住
持
品成
.
玖
民
山
刑
制
限
寺
，名

t
秀
岳
，
口
枕
也

4

此
地

奔
伺
元
和
六
年
也
a

共
後
究
永
十
三
年
今
，所
、移
郎
替
地
向
抗
野
三
百

三
十
三
歩
拝
領
品
川
出
安
五
年
秀
岳
代
被
邑相
改
-牲
出
凶
と
記
紋
す
。
又

二
代
圭
岳
城
州
人

向
坂
氏

d

側
白
秀
次
公
家
人
子
也
，秀
次
公
前
野

武
家
耳
底
紀
陀
云
ム
。
中
納
言
利
凡
打
巾
卿
い
ま
だ
幼
少
に
て
ま
し
ま
せ

し
時
は
、
御
妨
智
前
問
針
路
守
長
崎
山
、
利
家
卿
よ
り
預
け
世
れ
た
り
。

長
翫
は
老
名
訴
峰
と
稀
し
、
加
州
小
松
の
披
代
陀
て
居
た
り
け
り
。

利
常
卿
は
御
幼
名
猿
千
代
君
と
申
し
.
御
妥
腹
の
御
子
、
殊
に
御
末

子
の
事
な
れ
ば
.
誰
知
る
人
も
な
く
.共
以
前
野
山
よ
り
幕
前
と
云
坊

主
小
松
へ
来
り
居
る
。
此
4
4
人
相
を
見
る
事
上
手
成
陀
よ
り
‘
乳
母

猿
千
代
沼
を
連
れ
参
り
て
見
せ
け
る
に
.
感
情
手
を
打
て
.
備
々
唯

人
に
あ
ら
宇
。
目
の
中
人
民
兵
也
。
大
名
の
相
あ
り
o
是
は
人
の
惣

領
た
り
。
若
し
末
子
な
り
と
も
必
宇
後
は
惣
倣
陀
成
給
ム
ベ
し
。
能

く
そ
だ

τょ
と
云
ふ
。
乳
母
承
り
打
瀦
き
て
、
此
若
君
は
利
家
卿
の

米
の
御
子
な
る
よ
し
を
い
へ
り
。
桜
前
さ
れ
ば
と
そ
唯
人
と
は
見
ね

A
y
s
返
す
ん
¥
も
能
く
/
¥
守
立
よ
と
一
耳
。
筑
母
守
り
を
笠
け
れ
ば
、

則
投
認
め

τ逃
上
す
。
後
高
野
へ
飾
り
.
能
州
へ
折
々
来
り
け
る
に
、

通
行
の
皮
必
宇
小
松
へ
立
寄
け
る
時
.
乳
母
彼
守
鋭
札
を
巾
酬
附
け

り
。
後
に
は
高
野
山
よ
り
指
越
け
る
と
也
。
然
る
に
計
ら
宇
も
除
多

の
兄
君
迷
を
指
世
、
利
長
卿
車
交
世
子
に
立
絵
ひ
け
り
。
乳
母
‘感
情
が

惣
領
に
成
給
ふ
べ
き
相
あ
る
よ
し
巾
た
る
を
思
ひ
合
せ
け
り
。
さ
れ

ば
利
常
卿
の
御
世
と
成
、
勝
清
を
ば
設
地
金
津
に
と
ピ
め
給
ひ
て
、
小

五




